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に描かれた場面を詳細に観察した結果、構図の一部に見られる拉致される女性の表現が、ウェルギリウスの
原作テキストではなく、4世紀末の文法学者による註解書に由来することを明らかにした。続く第二章では、
ルドヴィコとアンニーバレによる2点の作品、《アレクサンドロス大王とタイス》および《ディードーの死》
について論じ、古代史の女性を主題とするこれらの作品の典拠と主題解釈について検討している。 
第三章は、ボローニャのサンピエーリ邸に描かれた3点の暖炉上絵画（および関連して構想された3点の天
井画）にあてられている。これらの装飾画は、ルドヴィコ、アゴスティーノ、アンニーバレの 3人が分担して
制作したものと考えられる。筆者は、これまで明確にされてこなかったこれらの作品相互の意味上の関連を
検討し、全体としてのプログラムを、美徳と悪徳の対比をいわば段階的に提示したものとして読み解いた。
この見解は、同連作に関する有効な新知見として評価できるであろう。 
第四章では、壁から剥がされて、現在ではロンドンのヴィクトリア・アンド・アルバート美術館に所蔵さ
れる《ヘラクレスとヒュドラ》を取り上げている。この作品は劣悪な保存状態ゆえに常設で展示されておら
ず、研究史においてもこれまで注目度の低かったものであるが、ルドヴィコ・カラッチが叔父にあたるカル
ロ・カラッチの家のために制作した、本来は質の高い作品である。筆者はここに描かれたヘラクレスを、メ
ランコリーと休息のポーズから解釈し、新たな知見として、カルロ・カラッチの当時の知的関心・活動の焦
点であったサン・ペトロニオ聖堂の改築問題と関連付けて論じている。この見解は、暖炉上の絵画表象、を
いわば注文主の知的エンブレムとしてとらえた、非常に興味深い解釈といえる。 
最後の第五章では、やはりルドヴィコによって描かれた《力と節制の寓意》が論じられる。この作品は、
中央で燃え盛る炎の両側に、それぞれ水を注ぐ女性と剣を振りかざす女性を配した寓意的構図を示してい
る。筆者は同時代の寓意図像集等の関連資料をていねいに検討し、この独特な構図が、火の過剰な勢威や衰
滅をともに防ぎ、中庸の状態を維持するという意味で読み取り得ることを、説得的に論証した。さらに筆者
はこの火を、おそらくボローニャの政治的動静を暗示するものと推測している。 
以上のように本論文は、これまで体系的に論じられることのなかったカラッチ一族の暖炉上装飾画という
興味深いカテゴリーの作品群を取り上げて詳細な考察を加えることで、イタリア初期バロック絵画研究に有
効な寄与を行なったものとして評価できる。筆者は2年間の留学期間を有効に活用し、個人邸に所蔵される作
品など、アクセスしにくい作品の調査も積極的に実施し、貴重な成果を上げることができた。また、およそ
20年間にわたるカラッチ一族の初期活動をたどることで、彼らの室内装飾画の主題が、単純な物語的なアプ
ローチから、徐々に寓意性・象徴性を重視した知的なアプローチに幅を広げていくプロセスを同定すること
ができた。このような画家たちの主題構想における成熟が、少し後にアンニーバレとアゴスティーノによる
ローマでの重要な制作活動に活かされていく、という視座が得られた点も、本論文の成果といえよう。  
一方、ややもの足りない点と感じられるのは、本論文が対象とした暖炉上絵画群の分析が、カラッチ派の
制作活動に関する従来の研究内容と、どのように関連付けられ、どのような新知見をもたらし得るのかが、
もうひとつ明確には論述されていない点であるように思われる。本論文は、カラッチ一族に関する過去の研
究から相対的に看過されてきた領域に取り組んだ優れた成果として十分に評価できる内容であるが、本論文
の成果をカラッチ一族の作品研究全般に適切にフィードバックし、新たな総合的理解を目指すことを今後の
方向性として期待したい。 
 
 
